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１．研究計画の概要 

非侵襲脳機能計測法の発展に伴い、ヒトの

脳内情報の活用に関する研究が広範囲に進

められている。脳情報が情報機器とのインタ

ーフェースやヒトの精神状態のモニタリン

グなどに有用であるためには、脳情報を十分

な SN 比を持つ弁別性の高い信号として非侵

襲的に、また、可能な限りリアルタイム性を

持つ定量的信号として抽出する事が要求さ

れる。本研究では，非侵襲脳機能計測法の中

でも高い時空間分解能を有する脳磁界

（MEG）を用いて、種々の入力刺激の特性に

依存する外因性の脳活動と、それに伴って誘

起される注意や期待、判断といった内因性の

脳活動を自発性リズムの変調などからリア

ルタイム的に捉える計測技術を開発する。ま

た、高次の認知的活動を反映するパラメータ

の特徴を抽出し、工学的応用性の高い情報と

して読み出す技術（decoding 技術）の開発を

目指す。  
 
２．研究の進捗状況 
 外因性の脳活動の検出に関しては複合音

の知覚について、また、内因性活動に関して

は、注意や期待、予測、判断（好悪）による

認知活動の検出と読み出しについて研究を

行って来た。 
(1) 複合音知覚 
ヒトの聴覚知覚には周波数、強度、時間特

性（音色）などがあるが、時間特性に関する

聴覚野の活動はほとんど調べられていない。

そこで、時間波形を制御した複合音を合成し、

長潜時誘発 MEG 反応の波形依存性を調べた。

その結果、反復する刺激音に対する P2m 反応

(約 160ms) には、時間波形の位相と周期性が

ピーク潜時や振幅に影響することが分かり、

P2m の機能的役割を推測することができた。 
(2) 注意と期待 
能動的注意や期待による脳活動の変調を

調べるため音楽的に進行する和音を聴覚刺

激として用いた。その結果，和音進行が完全

に終止しない場合、和音終了後の音刺激の無

い期間において誘発反応に類似した活動が

聴覚野に生じることを見出した．このことか

ら時間同期性の高い注意・期待などの内因性

の脳活動が MEG 信号として検出できること

が示された。 
(3) 負の事象予測 
 衝突を模倣した視覚刺激（不定形の黒い形

が急速に拡大）を予測可能な条件で提示した

結果，α 帯域の脳磁波の振幅が衝突刺激の提

示前に有意に減少した。これより，危険に関

わるような事象の予測によりリズム的活動

が変調することが確認された。さらに脳磁波

の振幅から衝突刺激の提示予測を判別した

ところ，最大 79%の確率で判別できた。 
(4) 好悪（快・不快）判断 

食品画像を正常画像(快)と色相反転(不快)
を施した状態で呈示して計測した MEG 信号

から、アルファ波帯リズムの位相コヒーレン
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スにより好悪判断に関する脳内情報を読み

とる研究を行った。その結果，画像呈示に位

相同期した成分に空間分布の差異が見られ、

好悪に関する情報が読み取れることが分か

った。 
 
３．現在までの達成度 
①下記のように，当初の計画以上に進展して

いる。 
(1)「研究の進捗状況」に書いた(1)～(4)の研

究は当初に計画していたテーマであり、終了

ないし最終段階に入っている。その結果、雑

誌論文 13 編、学会発表 30 件の成果報告をし

ている。 
(2) さらに、現在進行中であるが、高次機能

の脳活動検出を試みており、聴覚幻聴現象で

ある音楽的錯聴に関わる左右脳半球の聴覚

野の活動を、左右音を弁別して抽出する方法

に成功している（雑誌論文の①）。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 好悪判断に関する脳情報検出 
 アルファ波帯リズムの位相コヒーレンス

により脳内情報を読みとる研究を行って来

た。今後は位相コヒーレンスの応用性を調べ

るため、ガンマ帯などのアルファ波以外の周

波数帯についても解析を行う。さらに、リア

ルタイム性を追求するため、個人の試行ごと

の判断と自発性リズムの対応づけを行う。脳

磁波リズムが時間的に変動しているなかで，

短時間で読み出しを可能とする方法につい

て検討を行う。 
(2) 左右の聴覚情報の弁別に関する検討 
 2009 年度の研究において，AM 変調を刺激

音に加えて定常応答を計測する周波数タグ

法により左右の耳に独立に与えられた音の

聴覚野の活動を検出する方法を開発した。今

後は、競合する音情報が左右の聴覚野でどの

ように処理されるかについて、聴覚野の定常

応答を時間関数として解析する。その結果か

ら、音楽的錯聴に関わる神経情報の読み取り

を図る。 
  以上、最終年度の研究はリアルタイム性の

改善と高次機能への展開を推進し、最後にま

とめを行う。 
 
５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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